
ヤマトグループの「グループ企業理念」は、1931年（昭和6年）に制定された「社訓」を原点とし、「経営理念」「企業姿勢」「社員行動指針という3つの柱で構

成されています。それぞれ明文化されている内容は、以下の通りです。 

「経営理念」には、ヤマトグループが事業を営んでいく目的や、企業としてのめざすべき方向。 

「企業姿勢」には、ヤマトグループが社会に対して約束し、常に実行していくこと。 

「社員行動指針」には、ヤマトグループの社員が企業理念に基づいて日々の行動の中でとるべき、社員としての考え方やあるべき姿。 

ヤマトグループは、グループの社員全員でこの企業理念を共有し、「持続可能な社会の発展に貢献する企業」、「働く社員がいつまでも誇りと思える企業」、そ

して「社会から信頼される企業」であり続けます。 
 

  

企業姿勢 

１．お客様満足の追求 

２．お客様に対する誠実な対応 

３．人命の尊重と安全の確保 

４．働く喜びの実現 

５．法の遵守と公正な行動 

６．地域社会から信頼される企業 

７．事業を通じた社会への貢献と環境保全の推進 

８．パートナー・取引先との公正な関係 

９．会社資産管理と情報開示 

10．個人情報の保護 

11．適正な記録作成と情報の管理 

12．ステークホルダーとの共存共栄 

経営理念 

1931年（昭和６年）に制定された「社訓」には、今そしてこれからの時代において尊ぶべき貴重な教訓がさまざまに込められています。この「社訓」を、創

業の精神として私たちヤマトグループの原点にすえ、先輩方の志と気概をさらに継承していきたいと考えます。 

一、ヤマトは我なり 

一、運送行為は委託者の意思の延長と知るべし 

一、思想を堅実に礼節を重んずべし 



 

社員行動指針

１．お客様満足の追求 

２．お客様に対する誠実な対応 

３．人命の尊重と安全の確保 

４．働く喜びの実現 

５．法の遵守と公正な行動 

６．地域社会から信頼される企業 

７．事業を通じた社会への貢献と環境保全の推進 

８．パートナー・取引先との公正な関係 

９．会社資産管理と情報開示 

10．個人情報の保護 

11．適正な記録作成と情報の管理 

12．ステークホルダーとの共存共栄 

 


